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（1） 調査協力者：神奈川県内の幼稚園教諭の教職課程のある大学 1・2 年生 414 名（男
性 147 名、女性 251 名、不明 16 名）。









た。因子分析の結果、固有値の減衰状況（10.96, 2.51, 1.93, 1.52, 1.34, 1.17, 1.01･･･・）、
および因子の解釈可能性から 5 因子解を採用し、因子数を 5 に固定した。さらに、当該
因子に .40 以上の負荷量であることを基準に項目の選定を行い、再度因子分析を行った











因子に高い負荷量を示した項目数は、第 1 因子 6 項目、第 2 因子 7 項目、第 3 因子 6 項












子どもたちに受け入れられるか心配だ .85 -.19 -.12 .06 .12
子どもたちとうまくやっていけるか不安だ .84 -.04 -.07 -.03 .14
子どもと話ができるか心配だ .80 .12 -.01 .02 -.16
子どもたちの前でうまく話せるか不安だ .65 .02 .16 -.02 -.01
緊張してあがってしまい保育がすすまなくなるのではないかと思う .52 .05 .22 .09 -.04
保育の途中で失敗をして子どもに馬鹿にされるのではないかと思う .47 .22 .10 .02 -.09
継続不安
α=.80
体調が狂いそうである -.05 .83 -.12 -.03 .16
実習中、 病気をしてしまうのではないか心配だ .03 .71 .03 -.13 -.04
プライベートな時間が減り最後まで続かないのではないかと心配だ .01 .66 -.08 .10 -.04
実習園の雰囲気がいやになり出勤しなくなるのではないか心配だ .08 .57 .15 -.07 -.15
遅刻してしまうかもしれない -.12 .49 .05 .08 -.01
実習園の先生と意見が食い違って衝突するのではないかと思う -.07 .47 .17 .07 -.02




子どもたちが自分の保育についてきてくれるか不安だ .23 -.14 .69 .04 -.08
保育教材がうまくつくれるかどうか不安だ -.21 -.05 .67 .19 -.02
保育中に予想外のことが起こったらパニックになるのではないかと思う .14 -.04 .56 -.17 .20
保護者とうまく関われるか心配だ -.05 .05 .55 -.08 .31
気がつかないうちに子どもを分け隔てしてしまうのではないかと思う .14 .08 .53 -.02 .04
子どものおしゃべりが多くなり収拾がつかなくなりそうだ .08 .13 .45 .01 -.04
身だしなみ
α=.87
どんな服装がよいのかわからず不安だ .07 -.10 -07 .87 .09
どのような服装をしていけばよいのか不安だ .01 .05 .11 .86 -.04




保育の流れを理解できるか不安だ .02 -.04 .00 .11 .77
実習現場に適応できるか心配だ .19 .03 .08 -.01 .57
保育に必要な専門知識が不足しているかもしれない -.16 .06 .37 -.01 .41
F1 F2 F3 F4 F5
因子間相関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F1 1.00
F2 .48 1.00
F3 .56 .55 1.00
F4 .26 .51 .47 1.00














下位尺度名 平均値 SD α係数 相関係数
1）子どもとの関係 3.55 1.23 .88 1）
2）実習継続 2.92 .94 .80 .46** 2）
3）保育の実践 3.87 .91 .80 .59** .46** 3）
4）身だしなみ 3.26 1.20 .87 .39** .50** .48** 4）
5）現場への適応 4.67 .85 .72 .49** .37** .54** .35**
注） **p <.01　* p <.05
　またつぎに各下位尺度の性差について t 検定を行い、検討したところ、図 1 に示すよ














男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
子どもとの関係 実習不安 保育の実践 身だしなみ 現場への適応
**  
**  














































（1） 調査協力者： 調査内容①②③については、神奈川県内の保育者養成校の大学 2 年生
81 名（男性 24 名、女性 57 名）に実施した。また調査内容①④については、神奈
川県内の保育者養成校の大学 1 年生 86 名（男性 32 名、女性 54 名）に実施した。






























































保育者効力感尺度 n =62 -.44** -.25* -.41** .02 -.33**
達成動機尺度n =80 失敗恐怖 .44** .36** .61** .33** .41**
対人ストレス 対人葛藤 .18 .36** .04 .23 -.00
イベント尺度 対人劣等 .08 .34* .02 .32* -.00
n =53 対人摩耗 .28* .36** .14 .32* .14
















　各クラスターの特徴は以下の通りである。第 1 クラスター（93 名）は、全ての領域に
おいて不安が低い群であり、「全領域低不安型」とした。第 2 クラスター（120 名）は、
継続不安と身だしなみに関する不安のみが高い群であり、社会人、職業人としてのあり
方と関係する領域で不安が高い群であると考えられるので、「社会人領域不安型」とした。
第 3 クラスター（98 名）は、子どもとの関係、保育の実践、現場への適応といった、保
育の内容に関する不安だけが高い群であり、保育の専門的力量と関係する領域に不安が
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